
  

  

 佐世保市社会福祉協議会が行っている事業は、子どもか

ら高齢者まで幅広い世代を対象としており、個別支援や地

域活動支援に関わる事業、ふくし教育やボランティア活動

の推進、介護サービスの提供等多岐に渡り、その多くが

SDGｓの目標と関連しています。 

 この度、長崎県 SDGｓ登録制度に申請し、令和５年２月

24 日に登録事業者として登録しました。今後は、事業を通

してのみならず、職員一人ひとりの SDGｓに関する意識の

高揚を図り、普段の行動につなげて参ります。 

させぽん 

今回ご紹介した「Ｓ●●ｓ」 

●に当てはまる言葉をお答えください！ 

 

佐世保市ボランティアセンター(社会福祉協議会) 

〒857-0864  

佐世保市戸尾町 5-1 させぼ市民活動交流プラザ 1階 

TEL：0956-23-3905／FAX：0956-42-0102  

E-mail：kureyon@sasebo-shakyo.or.jp 

時間／10:00～18:45（火～土）10:00～17:00（日） 

休館日／月曜・祝日・年末年始・プラザの休館日 

宛 先 ：〒857-0864 佐世保市戸尾町 5-1 させぼ市民活動交流プラザ 1階 

佐世保市ボランティアセンター「ボランティアクイズ」係 

E-mail：kureyon@sasebo-shakyo.or.jp 

６月７月の休館日 

６月 

５日 12日 19日 26日 

 

７月 

3日 10日 17日 18日

24 日 31 日 

ボランティア情報を直接お届け！ 

LINE公式アカウントがあります。 

 多くの皆様が既に耳したことがある「SDGｓ（持続可能な開発目標）」は、「誰一人

取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。 

次回のくれよんは８月の発行予定です。おたのしみに～！(*^_^*)♪ 

20２３年度  第２号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

佐世保市社会福祉協議会 

SDGs 推進チーム 

冨永リーダー 

まずは、職場内で 

  ・ペーパーレス化の推進 

  ・電気使用量の削減 に取り組みます。 

 また、その取り組みを進めるために、職員による「推進チーム」を設置します。 

「くれよん」はボランティアの方々のご協力によって発行されています。 
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答えは、ハガキか Eメールで ①住所 ②氏名 ③年齢 ④クイズの答え ⑤くれよんの感想・

ご意見をご記入のうえ、下記の宛先までご応募ください。抽選で３名様にＱＵＯカード

（1,000円）をプレゼントいたします。（当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせてい

ただきます）【応募締切】令和５年７月 31日（消印有効） 



 

 

次はあなたが体験 

してみてください！ 

お申し込みお待 

ちしています！ 

【お申し込みから活動までの流れ】 

●「今回初めて参加しました。少し不安もあったけれど、

皆さんとても優しくて安心して活動ができました」 

●「活動でいろいろな学びを得ることができました。 

なによりボランティアがとても楽しかったです」 

２.ボランティアセンターへ申し込みに行く 

体験希望先と日時等の調整を行います。原則としてボランティア活動

保険（掛金 350 円～）にご加入いただきます。 

 

 

１.ガイドブックまたはホームページを見て体験希望先を調べる 

ガイドブックは、ボランティアセンターまたは佐世保市社会福祉協議会で６月下旬

より配布します。ホームページは「ボランティアのひろば」で検索してください。 

３.オリエンテーションや事前説明を受ける 

体験先の必要事項や、ボランティアの心構えについての説明を受けます。 

 

 

 夏から秋にかけて長崎県内で開催される「自分がやってみたいボランティアを選んで体験できる」

イベントです。皆さんのご参加をお待ちしています。 

 

サマーボランティア・キャンペーン 

 

「新しいメンバーが増えない」 「活動資金が欲しいけど、助成金って

どうしたらいいの」 「活動がマンネリ化してきた」 「ＳＮＳで広報したいけ

どよくわからない」 「メンバー同士のトラブルをなくしたい」 

６月 25日（日）14時 00分～15時 30分  

させぼ市民活動交流プラザ ２階 

 「狭い道や段差のある悪路、階段での

車イスの操作方法を学びます」 

【体験期間】７月１日～９月 30 日の間で受け入れ施設等の定める期間 

【参加対象】ボランティア活動に参加した人 

【体験内容】●施設行事への参加、協力による利用者とのふれあい 

      ●ボランティア団体、当事者団体等との協働活動 他 

【その他】活動の諸経費（ボランティア保険、交通費、昼食代等）は、 

原則として参加者の負担となります。 

 

 

「サマーボランティア・キャンペーン 2023」 

ボランティアセンターでは登録グループからの相談に個別に応じていますが、お話を聞い

ていると同じような課題を抱えているグループがあったり、あのグループとこのグループが

一緒にやればもっと上手くいくのではと感じることがあったりします。 

 そこで、6 月から月に 1 回、ボランティアセンターに登録しているグループへ呼びかけ、座談

会「ボラカフェ」を開催いたします。 

 ボランティアセンターからの情報提供やグループ同士の情報交換、皆様の気になる話題を、

気軽に話ができる 1時間半にしたいと思っていますので、是非ご参加ください。 

 

ボランティア講座（実践・入門）開催 

この情報紙は「赤い羽根共同募金」の配分を受けて作成しています。 

７月 16日（日）13時 30分～15時 00分  

させぼ市民活動交流プラザ ２階 

 「ボランティア体験イベント、サマー

ボランティア・キャンペーンに合わせて

ボランティアの基礎を学びます」 

ボランティア学習会（実践編） 

～実践・車イス操作 ～ 
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ボランティアはじめて教室（入門講座） 

登 録 グ ル ー プ 座 談 会  ボ ラ カ フ ェ 開 催  

「ボランティア活動保険」 

新型コロナウイルス感染症の 
取り扱いの変更について 

ボランティアグループの皆様へお知らせ 

 ボランティア活動保険からお知らせで

す。新型コロナウイルス感染症につきまし

て、2023年５月８日から「感染症の予防及び

感染症の患者に対する医療に関する法律」

上の「５類感染症」に位置づけられました。 

 そのため現在、基本プラン、天災・地震補

償プラン、特定感染症重点ブランに付帯し

ている特定感染症特約は新型コロナウイル

ス感染症の保険金支払いの対象外となりま

すので、ご確認よろしくお願いいたします。 

 ※その他の特定感染症（１～３類）につい

ては引き続き補償いたします。 

４．活動先を訪問してボランティア活動体験 

当日に何らかの事情で参加出来ない場合は、体験先とボランティア

センターまで必ずご連絡ください。 

 同一の体験先や日時に申込みが集中した場合は、先着順になります

ので、お早めにお申し込みください。 

公式キャラクター 
「ボビー」が目印！ 

パソコンやスマホ 

で検索ができます 

【前回参加者の感想】 


